
2012.4.21 SAT.   プレスセンターホール & スタンダード会議室 
13:00 　開会　
13:05 ～ 14:15

◆ 第１部　濃縮シンポジウム「いろんな人が生きられるまちに」
★「塀の中」でオムツ交換して日本の福祉の現実に出会った  元国会議員　山本譲司さん
★ リハビリ革命を起した「夢のみずうみ村」の 　藤原茂さん
★「病院で死ぬということ」⇒ホスピス⇒在宅ホスピス⇒まちづくり と広がる　山崎章郎さん
☆ 世田谷区長として、23 区から日本を変えようとする　元国会議員　保坂展人さん

コーディネーター：朝日新聞デジタル編集部次長の高橋美佐子さん 

14:15 ～ 14:45　♪ えにしむすびたい・む ♪
14:45 ～ 16:30

◆ 第２部　濃縮シンポジウム
　「東日本震災で、まだ、本気では語られていないこと」
★ 耳の不自由な被災者救援に駆け回った全日本ろうあ連盟事務局長　久松三二さん
★ 阪神大震災の経験を東日本支援に活かした
　　　　　　　　　　　神戸アイライト協会長でご自身も盲の　新阜義弘さん
★「支える人を支える」ために、縁の下の力持ちを続ける
　　　　　　　　　　　全国コミュニティライフサポートセンター理事長の　池田昌弘さん
★ 広島・長崎・チェルノブイリを長期継続調査した長崎大名誉教授　長瀧重信さん

コーディネーター：毎日新聞編集委員の小島正美さん
♪えにしを結びつつ、移動して♪

17:00 ～ 20:00

◆ 第 3 部　大討論会
「どう変える〜日本のすべての人の未来

　　　　　　　　　　〜社会保障と税の一体改革をめぐって〜」
★菅政権時代、野党から、社会保障・税一体改革担当大臣に迎えられた　与謝野馨さん
★社会保障改革に関する有識者検討会座長をつとめた　北海道大教授の　宮本太郎さん　
★こども支援分野を代表して　子育てひろば全国連絡協議会理事長の　奥山千鶴子さん
★障害のある人を代表して　聴覚障害と視覚障害をあわせもつ東大教授　福島智さん
★診療報酬と医療政策の観点から　中央社会保険医療協議会　森田朗さん
☆若者を代表して　篠原雄之さん
☆「よりそいホットライン」を開設して日本の崩壊に愕然とした  宮古の前市長  熊坂義裕さん
☆厚生労働省 社会・援護局長 山崎史郎さん
☆内閣府政策統括官（共生社会政策担当）兼自殺対策推進室長　村木厚子さん

　　そして、フロアから、次々と。。。
コーディネーター：讀賣新聞社会保障部次長の猪熊律子さん

総合司会
太田美智子さん…国際医療福祉大学大学院医療福祉ジャーナリズム院生
金谷勇歩さん……国際医療福祉大学大学院医療福祉ジャーナリズム院生

ことしもまた、新たな縁（えにし）を結ぶ会 '12 !
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山本譲司さん第 1 部

塀の中の現実に見る 我が国の福祉
　　　　　　　　―刑務所が福祉の代替施設でいいのか―

１．刑務所の現実および福祉の現実
・刑務所内に溢れる障害者や高齢者
・さらに多い発達障害をともなう受刑者
　　――彼らの場合、刑務所内の日常生活のなかでは、その障害が顕在化しないことが多い
・「刑法三十九条によって、精神障害者や知的障害者は罰せられない」という一般的先入観の誤り

２．今後 取り組むべき福祉的課題、そして司法改革
① 現状の改善に向けて
　・塀の中への入口を担う司法関係者への要望

── 知的・発達障害者が関わる刑事裁判のあり方を見直すべき（アメリカ・イリノイ州のような刑事裁判制
度の導入など）

　・塀の中の処遇改善
 ── 社会復帰に向け、それぞれの知的・発達障害者に適応したきめ細かな更生プログラムの導入

　・医療、福祉スタッフの増員
　・刑のバリエーションを増やす

② 出所後の社会復帰に向けて
　・更生保護に求められる福祉的視点
　・受刑者の社会復帰に向けた更生を考えるならば、刑務所の中だけを変えても仕方がない

―― 法務省矯正局と保護局との連携、さらには厚生労働省や文部科学省との連携強化
　・参考とすべき、オーストラリア・ビクトリア州における福祉サイドの取り組み

③ 2006 年に発足の厚生労働省「罪を犯した障害者の地域生活支援に関する研究班」の提言およびその後の制度
改革

　・地域生活定着支援センターについて
　・矯正・更生保護分野における福祉専門職の活用

④ 変わりゆく刑務所・更生保護施設
　・社会復帰センター（半官半民の刑務所）における特化ユニットについて
　・刑事司法分野への社会福祉士への配置

３．何よりも求められる市民の意識改革

2003 年 12 月 ポプラ社（現在は新潮文庫 )   
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ことしもまた、新たな縁（えにし）を結ぶ会 '12！

■矯正統計年報より
表Ⅰ【新受刑者 入所年度別 精神診断】

調査区分 総数 精神障害なし 知的障害 人格障害 神経症 その他の精神障害 不詳
平成 16 年 32,090 30,085 271 141 322 1,250 21

平成 17 年 32,789 30,608 287 125 435 1,304 30

平成 18 年 33,032 31,223 265 103 345 1,060 36

平成 19 年 30,450 28,719 242 109 253 1,116 11

平成 20 年 28,963 26,887 237 161 387 1,214 80

表Ⅱ【年度別 新受刑者の知能指数】
総数 49 以下 50 ～ 59 60 ～ 69 70 ～ 79 80 ～ 89 90 ～ 99 100 ～ 109 110 ～ 119 120 以上 測定不能

平成 16 年 32,090
(100% )

1,241
 (4% )

2,053
 (6% )

3,878
(12% )

7,159
(22% )

8,802
(27% )

5,399
(17% )

1,565
 (5% )

248
(1% )

58
( − )

1,687
 (6% )

平成 17 年 32,789
(100% )

1,351
(4% )

1,937
(6% )

4,102
(13% )

6,998
(21% )

8,574
(26% )

5,670
(17% )

1,783
(5% )

287
(1% )

52
( − )

2,035
(6% )

平成 18 年 33,032
(100% )

1,349
(4% )

1,974
(6% )

4,240
(13% )

7,501
(23% )

8,305
(25% )

5,647
(17% )

1,883
(6% )

303
(1% )

65
( − )

1,765
(5% )

平成 19 年 30,450
(100% )

1,233
 (4% )

1,702
 (6% )

3,785
(12% )

7,265
(24% )

7,656
(25% )

5,042
(17% )

1,810
 (6% )

293
(1% )

59
( − )

1,605
 (5% )

平成 20 年 28,963
(100% )

1,232
 (4% )

1,742
 (6% )

3,729
(13% )

6l726
(23% )

7,039
(24% )

4,970
(17% )

1,757
 (6% )

288
(1% )

53
( − )

1,427
 (5% )

注・（ ）内のパーセンテージは小数点以下 四捨五入の数字

表Ⅲ【平成 20 年 新受刑者の入所回数】
１回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回目 6 ～ 9 回目 10 回目以上

全体 46.1% 17.7% 10.6% 6.9% 4.7% 9.4% 4.6%
知的障害者 29.3% 16.1% 14.5% 10.3% 7.9% 11.2% 10.7%

＊表Ⅰ 表Ⅱ 表Ⅲは、いずれも法務省発行の「矯正統計年報」( 平成 21 年 7 月 31 日発行 ) より

表Ⅳ【平成 20 年 出所者の帰住先】
総 数 父 母 の 元 配偶者の元 兄弟・姉妹の 元 その他 親 族 知 人 の 元 雇 主 の 元 社会福祉施設 更生保護施設 そ の 他
31,680
(100% )

9,765
(30.82% )

3,292
(10.39% )

1,858
(5.86% )

1,252
(3.95% )

2,461
(7.77% )

297
(0.93% )

77
(0.24% )

4,141
(13.07% )

8,537
(26.71% )

※ 「矯正統計年報」より

表Ⅴ【各国受刑者の高齢者率】
日 本 フランス イギリス ドイツ アメリカ

14％ 3.2％ 2.8％ 2.6％ 3.1％
注・アメリカは 55 歳以上、その他の国は 60 歳以上の受刑者率
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看取りは文化－地域再生の原点に 

■ホスピスで学んだこと
• 苦痛症状緩和の大切さ（WHO 方式など）—医療
• インフォームド・コンセントの大切さ−医療
• ボランティアとの協働の大切さ
• 生きる意味を見失ってしまった人びとへのケア（スピリチュアルケア）の大切さ
• グリーフケア（悲嘆ケア）の大切さ

■ケアタウン小平
1 階　

在宅療養支援診療所、訪問看護ステーション
居宅介護支援事業所、ヘルパーステーション
デイサービス、ボランティア拠点
子育て支援拠点など

2 階・3 階
いつぷく荘：賃貸ワンルーム 21 戸

デイサービス送迎範囲：2km
クリニック訪問範囲：3 ～ 4km
訪問看護ステーション訪問範囲：3km

■死亡患者　死亡場所　内訳　　　　　　　　　　　　　　　　■場の持つ力
　　　1 ． 苦痛を軽減する
　　　２． 変容する家族の力
                    ケアタウン小平在宅遺族会
                    「ケアの木」誕生

山崎章郎さん第 1 部

ケアの木かたろう会

ケアタウン小平スタッフ・ボランティア交流会

ふ み お 
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ことしもまた、新たな縁（えにし）を結ぶ会 '12！

安心して暮らせるコミュニティは・・・

最期まで住みたいコミュニティ

たとえガンの末期であったとしても、

認知症であったとしても・・・

最期まで、人権を守られ、

尊厳と自立（自律）をもって暮らせることを

保証するコミュニティである。

被災地支援花を見る会
いつぷく荘、デイサービス、ご家（遺）族、
スタッフ、ボランティアの皆さん

みんなの願いを大空へ

文化・スポーツ倶楽部事業
アロマセラピー、豊かな庭づくり事業

各種セミナー及び講演会
地域交流などの企画・運営事業

子育て及び子供の教育に関する相談支援事業

（ケアタウン小平クリニック　山崎章郎）
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藤原 茂さん第 1 部

バリアありで自立を促す
■夢のみずうみ村　１０のポイント
 1 ．緊張を生まない環境づくり
 2 ．施設内は社会の縮図
 3 ．バリアありのすすめ
 4 ．環境の仕掛けで移動能力リハビリ
 5 ．自己選択・自己決定方式のプログラム
 6 ．重度・軽度の対象者の混在化を防ぐ
 7 ．『生きがいづくり』のコツは感情を揺さぶる
 8 ．当事者ケアとスター制度
 9 ．食べることを重視する
10．「宅配ビリテーション」を知る

■弱くない生き方をするとは    
　「意思」を循環させることです　

■弱くない生き方　「3 つの回復」　

■緊張を生まない環境づくり
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■移動のリスクに自由度は比例

■宅配ビリテーション

■まずは引き算の介護

■ ONE STEP ONE GOODS 環境 

■バイキング方式 

■自立された方が働く　
　就労支援事業所「夢結び」 
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高橋美佐子さん第 1 部
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